






城井　義隆 1，2） 水間　正澄 2）
は じ め に
　1981 年以来，がんは日本人の死亡原因の第 1位






び治療中のがん生存者は 2015 年には 540 万人程度







































































































































る．今回，2011 年 8 月から 2012 年 7 月の診療活動
について報告する．
　2011 年 8 月から 2012 年 7 月における，がん患者











肺癌で 177 件，次に多かったのが乳癌 52 件，食道






























































脳腫瘍   6   2
耳鼻咽喉科領域・甲状腺癌  11   0
乳癌  52  41
肺癌 187 140
縦隔腫瘍  17  17
悪性胸膜中皮腫   6   4
食道癌  41  22
胃癌  21   9
肝胆膵がん  17   1
大腸癌  40  20
泌尿器科領域がん   7   0
婦人科領域がん   8   0
血液がん  11   0
その他   9   5
計 433 261
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